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 ～千歳一遇～ せんざいいちぐう

１

　今号の話題

○氷濤まつりに千歳市民無料招待

　    最大５０００人が入場可

○水族館に干支ダイバー

　    多彩企画で来場者楽しむ

○ノーススノーランドがオープン

　    海外観光客など雪を楽しむ　
   

「
千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
～
氷

の
美
術
館
・
支
笏
湖
ブ
ル
ー
の
世
界
」

が
２
月
１
日
に
支
笏
湖
温
泉
を
会
場
に

開
幕
し
ま
す
。
現
在
、
主
催
す
る
国
立

公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
（
事
務
局
・

観
光
連
盟
）
の
会
場
制
作
管
理
部
が
、

急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

作
業
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
氷
像
を

造
る
過
程
で
の
降
雪
も
少
な
い
た
め
、

透
き
通
っ
た
美
し
い
支
笏
湖
ブ
ル
ー
が

際
立
っ
た
氷
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

制
作
作
業
は
11
月
、
骨
組
み
の
組
み

立
て
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
制
作
ス

タ
ッ
フ
が
鉄
パ
イ
プ
や
木
材
な
ど
を
組

み
立
て
、
そ
こ
に
漁
網
や
木
の
枝
な
ど

を
掛
け
ま
す
。
散
水
作
業
が
始
ま
っ
た

の
は
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
12
月
半
ば

で
す
。
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
た
支
笏
湖

の
湖
水
を
ノ
ズ
ル
で
吹
き
付
け
ま
す
。

網
な
ど
に
付
着
し
た
湖
水
が
凍
り
、
少

し
ず
つ
氷
を
太
ら
せ
る
作
業
で
す
。
ス

タ
ッ
フ
13
人
が
24
時
間
態
勢
で
散
水
作

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
１
月
中
旬
は

散
水
作
業
と
同
時
に
骨
組
み
の
抜
き
取

り
や
、
余
分
な
氷
を
手
作
業
や
重
機
で

取
り
除
く
作
業
を
並
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
会
場
に
は
大
小
約
30
基
の
氷

像
が
並
び
ま
す
。
高
さ
13
㍍
の
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
「
ブ
ル
ー
タ
ワ
ー
」
が
お
目

見
え
し
、
来
場
者
を
迎
え
る
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
会
場
端
だ
っ
た
展
望
台
は
中

心
に
設
け
て
、
会
場
や
支
笏
湖
と
周
辺

の
山
々
を
一
望
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
高
さ
９
㍍
、
全
長
40
㍍
の
「
ア
イ

ス
ウ
ォ
ー
ル
」
は
迫
力
満
点
で
、
午
前

中
に
太
陽
光
が
透
け
る
と
青
の
美
し
さ

が
際
立
つ
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

松
葉
の
緑
の
青
々
と
し
た
苔
を
表
現

し
た
「
苔
の
洞
門
」
の
ほ
か
、
林
立
す

開
幕
に
向
け
て
準
備
着
々

千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
　
２
月
１
日
か
ら

氷
像
制
作
、
順
調
に
進
む

﹁
最
高
の
氷
で
開
幕
を
﹂少しずつ完成に近づく会場内

13 人のスタッフが作業に取り組

んでいます



２

る
氷
柱
が
幻
想
的
な
風
景
を
演
出
す
る

「
氷
柱
林
」、き
ら
び
や
か
な「
氷
の
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
」
と
い
っ
た
氷
像
の
制
作
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

寒
い
中
で
も
暖
を
と
れ
る
よ
う
拡
大

し
た
「
ア
イ
ス
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
ス
ー

プ
を
提
供
す
る
ほ
か
、
焚
火
で
マ
シ
ュ

マ
ロ
を
焼
い
て
食
べ
る
趣
向
も
あ
り
ま

す
。
毎
年
少
し
ず
つ
レ
イ
ア
ウ
ト
を

変
え
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
会
場

が
、
昼
間
は
独
特
の
美
し
い
「
支
笏
湖

ブ
ル
ー
」
で
、
夜
間
は
色
と
り
ど
り
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な
表
情

で
来
場
者
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

昨
年
の
ま
つ
り
は
暖
気
の
影
響
で
、

会
期
途
中
で
ま
つ
り
を
中
止
せ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
昨
今
の
気

象
状
況
も
想
定
し
、
暖
気
が
到
来
し
て

も
容
易
に
氷
像
が
崩
れ
な
い
よ
う
、
厚

い
氷
を
つ
く
る
こ
と
を
意
識
し
て
の

作
業
で
す
。
ポ
ン
プ
も
昨
年
ま
で
の
１

台
か
ら
２
台
に
増
強
す
る
な
ど
、
設
備

を
強
化
し
て
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

観
光
連
盟
の
副
会
長
、
同
協
議
会
理

事
で
、
会
場
制
作
管
理
部
の
小
林
典
幸

部
長
は
「
手
間
暇
を
か
け
た
分
だ
け
氷

像
の
価
値
が
上
が
り
ま
す
。
最
高
の
状

態
の
氷
で
開
幕
を
迎
え
た
い
で
す
」
と

力
を
込
め
ま
す
。

　

会
期
は
２
月
24
日
ま
で
。
開
場
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
午
後
４
時
半
か
ら
。
入
場
料

は
中
学
生
以
上
１
０
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料
。
期
間
中
は
、
個
人
・
団
体

双
方
に
向
け
て
、
有
料
で
地
元
ガ
イ
ド

に
よ
る
解
説
付
き
観
覧
ツ
ア
ー
も
実
施

し
ま
す
。

　

国
立
公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
は
氷

濤
ま
つ
り
会
期
前
日
の
１
月
31
日
を
千

歳
市
民
デ
ー
と
し
て
、
最
大
５
０
０
０

人
の
市
民
を
会
場
に
無
料
招
待
し
ま

す
。
多
く
の
市
民
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
、
ま
つ
り
と
支
笏
湖
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
企
画
で
す
。

　

31
日
午
前
10
時
～
午
後
８
時
に
公
開

し
ま
す
。
同
４
時
半
か
ら
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
開
始
。
会
場
に
入
る
に
は
市

民
入
場
券
が
必
要
で
、
千
歳
市
役
所
観

光
課
、
市
支
笏
湖
支
所
、
千
歳
観
光
連

盟
支
笏
湖
支
所
、千
歳
観
光
案
内
所（
Ｊ

Ｒ
千
歳
駅
内
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

計
１
０
０
０
枚
を
用
意
し
、
１
枚
で
５

人
ま
で
が
入
場
で
き
ま
す
。

　

千
歳
市
内
で
も
、
氷
濤
ま
つ
り
に
足

を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
方
は
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

地
域
の
魅
力
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

期
間
中
は
新
千
歳
空
港
や
Ｊ
Ｒ
千
歳

駅
か
ら
、
予
約
制
で
有
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
初
め
て
運
行
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
は
１
９
７
９
年
１
月
に
初
回

を
迎
え
、
今
回
で
46
回
を
数
え
ま
す
。

冬
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
支
笏

湖
地
域
に
氷
の
ま
つ
り
を
生
み
、
通

年
で
観
光
客
を
呼
ぼ
う
と
地
域
の
住
民

が
中
心
に
な
っ
て
会
場
制
作
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
製
作
技
法
は
ス
タ
ッ
フ
に

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
、
会

場
に
お
越
し
頂
き
、
氷
の
美
し
さ
と
と

も
に
制
作
の
技
術
も
ご
観
覧
く
だ
さ

い
。

千
歳
市
民
を
無
料
招
待

氷
濤
ま
つ
り

　
入
場
券
配
布
中

作業には重機も用いるなど大掛かり

です

24 時間態勢でノズルで水を吹き付

けて、氷を大きくしていきます



３

　

例
年
、
ミ
ニ
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
や
四

輪
バ
ギ
ー
、
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

大
雪
原
の
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
が
好

評
の
雪
を
満
喫
す
る
企
画
で
す
。

　

今
年
は
降
雪
量
の
少
な
さ
か
ら
ま
だ

実
施
で
き
な
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ

り
ま
す
が
、
チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
で

は
設
け
ら
れ
た
斜
面
を
勢
い
よ
く
滑
り

降
り
る
の
を
楽
し
ん
だ
り
、
雪
原
を
歩

く
ス
キ
ー
で
満
喫
し
た
り
す
る
来
場
者

の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
雪
の
な
い

国
・
地
域
か
ら
訪
れ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
は
じ
け
る
よ
う
な
笑
顔
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
、
雪
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
遊
ぶ
親
子
な

ど
、
千
歳
で
の
冬
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

入
場
料
は
大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も

５
０
０
円
。
千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ

り
と
も
連
動
し
て
お
り
、
ま
つ
り
入
場

券
を
持
参
の
方
は
１
枚
に
つ
き
５
人
ま

で
入
場
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。別
途
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
オ
プ
シ
ョ
ン

料
金
が
あ
り
ま
す
。

　

ザ
・
ノ
ー
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

敷
地
内
を
会
場
と
す
る

「
ノ
ー
ス
・
ス
ノ
ー
ラ
ン

ド
ｉ
ｎ
千
歳
」
が
12
月

末
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
ま
だ
雪
が
少
な
い

た
め
一
部
で
体
験
で
き

な
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
る
も
の
の
、
訪
れ

た
地
元
住
民
や
外
国
人

観
光
客
な
ど
が
雪
の
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

バ
ー
や
水
族
館
の
人
気
キ
ャ
ラ
、
サ
モ

ン
君
と
と
も
に
記
念
撮
影
。
新
年
か
ら

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
館
内
に
広
が
り
ま

し
た
。

　

館
内
で
は
お
正
月
ら
し
く
、
鳥
居
が

設
け
ら
れ
、
シ
マ
ヘ
ビ
や
ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ
と
い
っ
た
日
本
の
固
有
種
や
、

中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
に
生
息
す
る
ラ
イ
ノ

ラ
ッ
ト
ス
ネ
ー
ク
と
い
っ
た
ヘ
ビ
も
展

示
し
、
巳
年
に
ち
な
ん
だ
企
画
も
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　

職
員
が「
昭
和
生
ま
れ
」の
紅
組
、「
平

成
生
ま
れ
」
の
白
組
の
２
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
水
槽
を
つ
く

り
、
来
館
者
に
投
票
し
て
も
ら
う
「
紅

白
魚
合
戦
」
も
開
催
。
テ
ー
マ
は
「
お

め
で
た
い
水
槽
」。
紅
組
は
熱
帯
魚
を

泳
が
せ
た
水
槽
に
ケ
ー
キ
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
ボ
ッ
ク
ス
を
配
し
、
白
組
は
ダ
ミ
ー

の
真
珠
で
き
ら
び
や
か
さ
を
演
出
。
同

２
日
に
発
表
さ
れ
た
結
果
で
は
、
紅
組

が
１
１
１
票
を
獲
得
し
、
白
組
に
63
票

差
で
優
勝
す
る
な
ど
、
年
始
も
多
彩
な

企
画
で
来
館
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千

歳
水
族
館
で
１
月
２

日
、
恒
例
の
干
支
ダ
イ

バ
ー
が
支
笏
湖
水
槽
に

現
れ
、
来
館
者
と
記
念

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
年
を
来
館
者
と
と

も
に
祝
う
恒
例
企
画
で

す
。
今
年
の
干
支
は

「
巳
」。
水
槽
に
は
へ
び

の
被
り
物
を
身
に
付
け

た
職
員
が
ダ
イ
バ
ー
と

な
っ
て
登
場
。
訪
れ
た

家
族
連
れ
な
ど
は
ダ
イ

スノーランドｉｎ千歳オープン
雪のアクティビティが笑顔広がる

千歳水族館　多彩に新春企画
干支ダイバー登場、ヘビ類の展示も

チューブスライダーを楽しむ来場者

　干支ダイバーやサモン君と記念撮影



　編集後記

４

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

氷
濤
ま
つ
り
の
会
場
に
行
く

途
中
、
支
笏
湖
に
向
か
う
道
路

わ
き
に
こ
の
季
節
に
な
る
と
、

い
つ
も
安
全
に
配
り
つ
つ
、
見

上
げ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
千
歳
川
に
近
い
急
傾
斜
地

の
上
に
生
え
た
樹
木
の
枝
に
、

例
年
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
が
翼
を
休

め
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

越
冬
の
た
め
日
本
へ
と
渡
来

す
る
そ
う
。
産
卵
で
遡
上
し
て

力
尽
き
た
サ
ケ
も
い
て
、
え
さ

の
豊
富
な
上
流
域
は
格
好
の
居

場
所
な
の
で
し
ょ
う
。
千
歳
の

豊
か
な
自
然
を
実
感
で
き
る
場

所
で
す
。

　

今
年
は
ワ
シ
の
数
が
少
な
い

印
象
で
す
。
野
鳥
の
生
態
に
詳

し
く
な
い
筆
者
に
は
た
ま
た
ま

な
の
か
、
理
由
が
あ
る
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
目
に
す
る
だ
け

で
壮
大
な
気
分
に
な
れ
る
、
大

空
を
悠
々
と
飛
ぶ
姿
を
早
く
見

た
い
も
の
で
す
。（
ひ
）

　

千
歳
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
12
月
22
日
、
北
ガ

ス
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
千

歳
商
工
会
議
所
と
千
歳
圏
人
会
が
主

催
。
市
内
の
団
体
や
行
政
、
自
衛
隊
等

の
関
係
者
が
出
場
し
、
ス
テ
ー
ジ
上
で

自
慢
の
喉
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
恒
例
イ
ベ

ン
ト
。
出
場
者
の
参
加
費
や
入
場
料
の

益
金
は
千
歳
市
奨
学
基
金
に
寄
付
し
て

い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
往
年
の
名
曲
や
最
近

の
流
行
歌
ま
で
を
出
場
者
が
熱
唱
。
情

感
を
込
め
た
本
気
の
歌
声
や
、
替
え
歌

を
交
え
て
会
場
の
笑
い
を
誘
う
狙
い
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
込
め
て
歌

を
披
露
し
ま
し
た
。歌
唱
だ
け
で
な
く
、

学
ラ
ン
な
ど
の
ツ
ッ
パ
リ
姿
や
華
麗
な

ド
レ
ス
な
ど
、
思
い
思
い
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
ホ
ー
ル

に
訪
れ
た
来
場
者
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

観
光
連
盟
会
長
の
小
田
賢
一
も
千
歳

商
工
会
議
所
副
会
頭
の
立
場
で
、
ま
た

観
光
連
盟
監
事
で
あ
る
鈴
木
隆
夫
が
商

工
会
議
所
専
務
理
事
と
し
て
、
入
口
博

美
会
長
と
と
も
に
三
役
５
人
で
出
場
。

あ
お
い
輝
彦
さ
ん
の
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ

ル
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

▼
ノ
ー
ス
・
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
in
千

歳
（
２
０
２
４
年
12
月
30
日
～
、
ザ
・

ノ
ー
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
、四
輪
バ
ギ
ー
、

ミ
ニ
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
ス
ノ
ー
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
、
歩
く
ス
キ
ー
と
い
っ
た
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
め
ま
す
。
入
場

料
は
大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０

円
。
こ
の
ほ
か
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ご
と

に
オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
。

　

▼
千
歳
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
～
氷
の

美
術
館
（
２
０
２
５
年
２
月
１
日
か
ら

同
24
日
、
支
笏
湖
園
地
み
な
も
あ
パ
ー

ク
、
旧
第
５
駐
車
場
）
時
間
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
８
時
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は

午
後
４
時
半
か
ら
で
す
。
今
年
も
大
小

30
基
の
氷
像
群
が
、
昼
間
の
支
笏
湖
ブ

ル
ー
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

景
色
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
す
。
入
場

料
は
、
中
学
生
以
上
１
０
０
０
円
、
小

学
生
以
下
無
料
。

年
末
カ
ラ
オ
ケ
開
催

社
会
に
貢
献

趣
向
多
彩
に
会
場
盛
り
上
げ

歌
声
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

出場者がそれぞれの歌とパフォーマンス

を披露しました


